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の林業技術官らについて，世代毎の代表人物のライフコース分析を行うこ









































































































































































































山林局及林区署へ 49 人，帝室林野管理局及支局へ 19 人，府県などの地方
自治体へ 54 人の技師を，1918（大正 7）年時点で輩出している。同校から
の国有・帝室林野経営への技師の輩出に着目すると，国有林野部門の技師


















林野部門へ 16 人，帝室林野部門へ 9 人，地方自治体へ 50 人を，1918 年
時点で送り出している。高等専門学校からの国有・帝室林野部門への技師























































































































































































































































局及林区署）へ 592 人（全体の 7.7％），帝室林野部門へ 124 人（同じく
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8） 『山林公報』とは，農商務省が 1906（明治 39）年 10 月以来，同省山林局
と地方の出先機関である大林区署・小林区署，そして地方自治体に向けて，
林務担当者の執務上の参考資料として，各種林務統計・関連時評・海外の
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東京府立農林学校 155 森林主事 3 技手 16雇 2 雇 1 雇 11
京都府立農林学校
835
山林技手 2 技手 3 技手 41
森林主事 13 砂防技手 1
雇 8 雇 1 雇 9
新潟県立加茂農林学校
485
山林属 2 技手 6 県林業技手 13
山林技手 12 郡林業技手 13
森林主事 6 その他の技術員 15
雇 2
群馬県立勢多農林学校 294 森林主事 3 技手 1雇 2 雇 1
群馬県立中之條農業学校 490 森林主事 3雇 1
奈良県立農林学校
288
山林属 1 府県郡技手 19
山林技手 5 その他の技手 5
森林主事 5
雇 10 雇 4 雇 17
三重県立農林学校
60
森林主事 8 技手 2
郡書記 1
雇 4 雇 2 雇 3
愛知県立農林学校
196
山林技手 5 技手 11 県技手 18
森林主事 7 郡技手 15
雇 5 雇 5 雇 4
山梨県立農林学校
341
山林技手 3 林業技手 12
森林主事 9
雇 11 雇 1 雇 17
滋賀県立水口農林学校
229
森林主事 3 林業技手 2
林業助手 1
雇 2 雇 1
岐阜県立農林学校 143 山林技手 6 技手 6 技手 13雇 15 雇 12 雇 9
長野県立木曽山林学校
478
山林属・同技手 20 技手 44 技手 106
森林主事 42
雇 25 雇 21 雇 10
宮城県立小牛田農林学校 69 森林主事 20 技手 11雇 18
秋田県立農林学校 110 森林主事 10 技手 1雇 26 雇 12
福井県立福井農林学校
125





山林属 2 県技手 9
森林主事 2 郡技手 10
雇 2 助手 8
勝田郡立農林学校(岡山)
422
山林技手 1 技手 1 林業技手 13
森林主事 15 助手 6
雇 15
山口県立農業学校 44 雇 5 林業技手 3林業助手 11
和歌山県立農林学校
410
山林技手 2 技手 2 技手 14
森林主事 3
雇 2
香川県立農林学校 391 森林主事 2 林業技手 4雇 2 その他 10











15 51 7 49 155
20 68 21 648 835
14 45 12 330 470 死亡 15
32 1 254 294
486 490
3 141 34 31 275 死亡 13
2 26 2 8 58 死亡 2
5 2 23 79 179 死亡 17
1 276 330 死亡 11
3 3 206 221 死亡 8
12 48 2 9 132 兵役にある者 7
死亡 4
9 59 60 47 443 死亡 35
2 2 16 69
10 36 95 兵役 10
死亡 5
2 54 34 122 死亡 3
1 1 2 667 704 遊学の者 7
兵役にある者 16
死亡の者 28
2 1 368 422
10 1 13 43 死亡 1
10 11 20 324 388 死亡 22
373 391
1 5 9 190 214 死亡 2
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山林属 5 技師 4
森林主事 19 技手 1 郡技手 8
林業技手 8
雇 22 その他 24
大分県立農林学校
316
山林技手 7 技師 1
山林属 7 技手 15
森林主事 68 郡技手 26
農会技手 7
雇 23 雇 24
熊本県立阿蘇農業学校
226
山林属 2 技手 8
森林主事 37 郡技手 9
雇 20 その他技手 36
実業学校 計 7,905
山林属 19 技師 5
山林技手 71 技手 74 技手 274















技師 16 技師 9 技師 50
技手 129 技手 37 技手 129
山林事務官補 5 嘱託 4
森林主事 1
北海道帝国大学農科大学林学実科 310 技師 8技手 42 技手 16 技手 97
盛岡高等農林学校(岩手) 300 山林技手 63 技師 8技手 2 技手 106
鹿児島高等農林学校 170 山林技手 57 技手 2 技手 47雇 3
専門学校 計 1,557
技師 16 技師 9 技師 66
山林事務官補 5 技手 57 技手 379
技手 171 嘱託 4






技師 49 技師 19 技師 54
技手 67 技手 17 技手 33
嘱託 1 主事 3 嘱託 5
雇 1
北海道帝国大学農科大学林学科 72 技手 16 技手 2 技師 3技手 18
大学 計 553
技師 49 技師 19 技師 57
技手 83 技手 19 技手 51
嘱託 1 主事 3 嘱託 5
雇 1












4 6 6 720 827
2 50 21 31 282 遊学者 11
死亡 23
56 43 211 死亡 15
107 678 225 5,238 7,650 死亡 204
兵役 33
遊学 18
56 38 194 48 716 死亡 61
20 21 69 273 兵役学生 20
死亡 17
30 27 44 2 282 死亡 18
10 1 22 26 168 死亡 2
116 87 329 76 1,439 兵役学生 20
死亡 98
54 45 81 17 446 死亡 35
8 3 17 4 71 死亡 1
62 48 98 21 517 死亡 36
285 813 652 5,335 9,606 409
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